
  
突
然
で
す
が
、
問
題
で
す
。 

世
界
三
大
珍
味
と
い
え
ば
何
で
し
ょ
う
か
？ 

正
解
は
、「
ト
リ
ュ
フ
」、「
キ
ャ
ビ
ア
」、「
フ
ォ
ア
グ
ラ
」
で
す
。 

そ
の
中
で
も
今
回
は
「
フ
ォ
ア
グ
ラ
」
を
取
り
上
げ
ま
す
。 

フ
ォ
ア
グ
ラ
と
は
ア
ヒ
ル
や
ガ
チ
ョ
ウ
の
肥
大
化
さ
せ
た
肝
臓
の

こ
と
で
す
。
つ
ま
り
肝
臓
を
太
ら
せ
て
い
る
の
で
す
。 

今
、
こ
の
「
太
っ
た
肝
臓
」
が
現
代
人
の
健
康
問
題
に
な
っ
て
い
ま

す
。
近
年
、
肝
臓
に
脂
肪
が
沈
着
し
た
「
脂
肪
肝
」
を
指
摘
さ
れ
る

健
診
受
診
者
が
多
く
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
放
っ
て
お
く
と
、
肝
硬
変

や
肝
癌
と
い
っ
た
命
に
関
わ
る
病
気
へ
と
進
展
す
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。 

お
い
し
い
食
事
や
お
酒
で
太
っ
た
あ
な
た
の
肝
臓
と
向
き
合
っ
て

み
ま
せ
ん
か
。
そ
こ
で
今
回
は 

「

脂

肪

肝

」
に
関
す
る
お
話
で
す
。 

-------------------------------------------------------------- 

★

肝

臓

の

役

割

★ 
------------------------------------------------------------------- 

「
肝
心
要
」
と
い
う
言
葉
が
あ
る
よ
う
に
、
肝
臓
は
人
間
の
体
に

と
っ
て
重
要
な
働
き
を
す
る
臓
器
で
す
。 

肝
臓
は
腹
部
臓
器
の
中
で
も
最
大
で
そ
の
重
量
は
約
一
五
〇
〇
ｇ

で
す
。
右
上
腹
部
の
横
隔
膜
の
下
に
位
置
し
て
い
ま
す
。 

主
に
三
つ
の
役
割
を
も
っ
て
い
ま
す
。 

 

①
栄
養
の
代
謝 

消
化
管
で
吸
収
さ
れ
た
糖
類
、
タ
ン
パ
ク
質
、
脂
質
を
は
じ
め

と
す
る
栄
養
素
を
分
解
、
合
成
、
貯
蔵
し
ま
す
。 

糖
類
は
腸
内
で
ブ
ド
ウ
糖
へ
分
解
さ
れ
、
ブ
ド
ウ
糖
を
グ
リ
コ

ー
ゲ
ン
と
し
て
合
成
し
肝
臓
で
蓄
え
ま
す
。
血
中
の
グ
ル
コ
ー

ス
が
不
足
し
た
と
き
に
は
グ
リ
コ
ー
ゲ
ン
を
分
解
し
、
血
中
に

放
出
す
る
こ
と
で
血
糖
値
の
調
整
を
行
い
ま
す
。 

そ
の
ほ
か
、
ア
ミ
ノ
酸
か
ら
ア
ル
ブ
ミ
ン
（
血
液
中
の
タ
ン
パ

ク
質
）
を
合
成
し
た
り
、
脂
肪
酸
か
ら
中
性
脂
肪
や
コ
レ
ス
テ

ロ
ー
ル
な
ど
を
合
成
し
た
り
す
る
な
ど
の
働
き
が
あ
り
ま
す
。 

 

②
有
害
物
質
の
解
毒 

ア
ン
モ
ニ
ア
を
尿
素
に
変
え
た
り
、
ア
ル
コ
ー
ル
を
ア
セ
ト
ア

ル
デ
ヒ
ド
や
酪
酸
に
変
え
た
り
し
て
、
体
外
に
排
出
す
る
働
き

が
あ
り
ま
す
。 

 

③
胆
汁
の
合
成
・
分
泌 

脂
質
の
乳
化
と
タ
ン
パ
ク
質
を
分
解
し
や
す
く
す
る
「
胆
汁
」

と
い
う
消
化
液
を
合
成
し
、
分
泌
し
ま
す
。 

胆
汁
は
胆
嚢
に
蓄
え
ら
れ
、
食
事
を
と
っ
た
タ
イ
ミ
ン
グ
で 

胆
嚢
が
収
縮
し
、
十
二
指
腸
へ
流
れ
出
ま
す
。 

----------------------------------------------------------------------- 

★

脂

肪

肝

の

病

態

★ 
------------------------------------------------------------------- 

肝
臓
の
細
胞
へ
脂
肪
が
五
％
以
上
沈
着
す
る
と
脂
肪
肝
と
定
義
さ

れ
ま
す
。 

ま
た
、
ア
ル
コ
ー
ル
性
肝
障
害
、
ウ
イ
ル
ス
性
肝
疾
患
、
薬
物
性

肝
障
害
な
ど
に
よ
る
二
次
性
脂
肪
肝
を
除
い
た
も
の
を
非
ア
ル
コ

ー
ル
性
脂
肪
性
肝
疾
患
（
Ｎ
Ａ
Ｆ
Ｌ
Ｄ
）
と
呼
び
ま
す
。 

中
で
も
、
肝
細
胞
障
害
お
よ
び
炎
症
を
伴
う
も
の
を
非
ア
ル
コ
ー

ル
性
脂
肪
肝
炎
（
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ｈ
）
と
呼
ん
で
い
ま
す
。 

Ｎ
Ａ
Ｓ
Ｈ
は
Ｎ
Ａ
Ｆ
Ｌ
Ｄ
の
う
ち
一
〇
～
二
〇
％
を
占
め
、
肝
硬

変
や
肝
癌
の
発
生
母
地
（
最
初
に
が
ん
が
発
生
す
る
場
所
や
細 

と
な
り
得
る
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。 

 

Ｎ
Ａ
Ｆ
Ｌ
Ｄ
／
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ｈ
は
患
者
数
が
増
加
し
て
お
り
、
日
本
に

お
け
る
Ｎ
Ａ
Ｆ
Ｌ
Ｄ
の
有
病
率
は
、
成
人
で
約
三
〇
％
と
さ
れ
、

患
者
数
は
約
二
三
〇
〇
万
人
と
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ｈ

の
患
者
数
は
約
四
三
〇
万
人
と
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。 

----------------------------------------------------------------------- 

★

脂

肪

肝

の

原

因

★ 
------------------------------------------------------------------- 

脂
肪
肝
の
原
因
は
い
く
つ
か
あ
り
ま
す
が
、
最
も
一
般
的
な
の
は

過
食
や
運
動
不
足
に
よ
る
も
の
で
す
。 

先
に
も
述
べ
ま
し
た
が
、
糖
類
は
ブ
ド
ウ
糖
へ
、
脂
質
は
脂
肪
酸

へ
分
解
さ
れ
ま
す
。
摂
り
す
ぎ
た
ブ
ド
ウ
糖
や
脂
肪
酸
が
中
性
脂

肪
と
し
て
肝
臓
に
蓄
え
ら
れ
る
の
で
す
。 

ま
た
、
ア
ル
コ
ー
ル
の
飲
み
す
ぎ
で
も
肝
臓
に
中
性
脂
肪
が
た
ま

り
ま
す
。 

反
対
に
、
極
端
な
食
事
制
限
な
ど
の
無
理
な
ダ
イ
エ
ッ
ト
が
引
き

起
こ
す
低
栄
養
性
の
脂
肪
肝
も
存
在
し
ま
す
。 

----------------------------------------------------------------------- 

★ 

肝

硬

変

の

恐

ろ

し

さ

★ 
----------------------------------------------------------------------- 

肝
障
害
が
進
行
し
、
肝
臓
が
線
維
化
し
た
も
の
を
肝
硬
変
と
呼
び

ま
す
。 

原
因
と
し
て
、
以
前
は
Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
も
の
が
半
数

以
上
を
占
め
て
い
ま
し
た
が
、
近
年
は
そ
の
割
合
が
減
少
し
続
け 

ア
ル
コ
ー
ル
性
お
よ
び
非
ア
ル
コ
ー
ル
性
脂
肪
肝
に
よ
る
肝
硬
変

が
増
加
傾
向
で
す
。 

最
近
の
報
告
で
は
、
ア
ル
コ
ー
ル
性
二
八
・
八
％
、
Ｃ
型
肝
炎
ウ

イ
ル
ス
二
七
・
一
％
、
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ｈ
一
二
・
七
％
、
Ｂ
型
肝
炎
ウ
イ

ル
ス
一
〇
・
九
％
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。 

肝
硬
変
が
進
行
す
る
と
、
胃
・
食
道
静
脈
瘤
、
脾
腫
、
低
ア
ル
ブ

ミ
ン
血
症
、
腹
水
、
黄
疸
、
肝
性
脳
症
と
い
っ
た
さ
ま 

ざ
ま
な
症
状
が
現
れ
、
や
が
て
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が 

で
き
ず
、
命
を
落
と
す
こ
と
も
あ
り
ま
す
。 

も
ち
ろ
ん
肝
癌
の
発
生
母
地
に
も
な
り
ま
す
。 

----------------------------------------------------------------------- 

★ 

ど
う
や
っ
た
ら
脂
肪
肝
と
わ
か
る
の
？
★ 

----------------------------------------------------------------------- 

脂
肪
肝
か
ど
う
か
は
腹
部
超
音
波
検
査
で
判
断
で
き
ま
す
が
、 

Ｎ
Ａ
Ｓ
Ｈ
か
ど
う
か
は
実
際
に
肝
生
検
を
行
い
、
組
織
検
査
を 

実
施
し
な
い
と
わ
か
り
ま
せ
ん
。 

た
だ
し
、
肝
生
検
は
侵
襲
的
な
検
査
な
の
で
、
他
の
慢
性
肝
疾
患

と
の
鑑
別
が
必
要
な
場
合
や
肝
臓
の
線
維
化
が
疑
わ
れ
る
場
合
は

行
う
こ
と
が
推
奨
さ
れ
て
い
ま
す
。 

血
液
検
査
で
Ａ
Ｓ
Ｔ
値
、
Ａ
Ｌ
Ｔ
値
の
高
値
、
Ａ
Ｌ
Ｔ
／
Ａ
Ｓ
Ｔ

比
が
一
以
下
、
ヒ
ア
ル
ロ
ン
酸
の
高
値
と
い
っ
た
所
見
や
糖
尿
病 

脂
質
異
常
症
、
高
血
圧
な
ど
が
合
併
し
て
い
れ
ば
、
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ｈ
が

積
極
的
に
疑
わ
れ
ま
す
。 

----------------------------------------------------------------------- 

★ 

脂

肪

肝

に

は

治

療

薬

が

な

い

★ 
----------------------------------------------------------------------- 

残
念
な
が
ら
、
脂
肪
肝
を
劇
的
に
改
善
さ
せ
る
特
効
薬
は
あ
り
ま

せ
ん
。
基
本
的
に
は
生
活
習
慣
が
影
響
し
て
起
き
る
た
め
、 

食
事
療
法
と
運
動
療
法
が
主
体
に
な
り
ま
す
。 

単
純
性
脂
肪
肝
の
う
ち
で
あ
れ
ば
肝
機
能
の
低
下
を
招
く
恐
れ
は

少
な
い
の
で
、
早
め
に
生
活
習
慣
の
見
直
し
に
着
手
し
ま
し
ょ
う 

七
％
以
上
の
体
重
減
少
が
達
成
で
き
れ
ば
、
肝
臓
の
脂
肪
沈
着
が

改
善
し
、
一
〇
％
以
上
に
な
る
と
肝
臓
の
線
維
化
も
改
善
す
る
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。 

そ
れ
か
ら
、
飲
酒
習
慣
の
あ
る
人
は
適
量
飲
酒
を
心
が
け
、 

休
肝
日
を
設
け
る
こ
と
も
重
要
で
す
。 

------------------------------------------------------------------ 

★ 
 

最 
 

後 
 

に  

・ 

・ 

・ 

★ 
------------------------------------------------------------------ 

肝
臓
は
「
沈
黙
の
臓
器
」
と
も 

い
わ
れ
ま
す
。 

あ
な
た
の
生
活
習
慣
が
知
ら
な
い 

間
に
肝
臓
に
ダ
メ
ー
ジ
を
与 

え
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

年
末
年
始
は
イ
ベ
ン
ト
も
多
く
、 

暴
飲
暴
食
し
が
ち
で
す
。 

肝
臓
を
労
り
ぜ
ひ
健
康
的
に
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。 

 
 

【
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